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１．日本の海岸の概況とその特質

・ 日本の海岸線はおよそ35,000kmと極めて長大であり、そのうち保全
すべき海岸線の延長はおよそ15,000kmである。
・ 臨海部に人口・資産や経済活動が集中しており、一旦海岸災害が発
生したときの影響は大きい。そのため、高潮・津波・侵食等の災害に対
する継続的でねばり強い対策が不可欠である。

・海岸は、陸域と海域とが相接する空間であり、砂浜、岩礁、干潟等生
物にとって多様な生息・生育環境を提供しており、そこには、特有の環
境に依存した固有の生物も多く存在している。

要海岸保全延長

約15,000km

総延約35,000km

海岸保全区域延長

約14,000km

その他

約20,000km

要指定延長約1,000km

○海岸線の概況

○多様な生物の生息・生育の場
となる海岸
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２．海岸事業の変遷と生態系の保全

・ 戦後、相次ぐ台風による被害からの海岸の防護を目的として、昭和
３１年に海岸法が制定され、以後海岸省庁（農林水産省・国土交通
省）において着実に整備を進めてきている。

・自己防衛のための個人又は集落共同の海岸工事

・農地造成のための干拓事業

・工業用地造成のための埋立事業

・地方公共団体による単独海岸事業

・原形復旧を原則とした災害復旧工事としての事業

昭和２４年
以前

昭和２４年

昭和２５年

・キティー台風

・ジェーン台風

・キジヤ台風

・海岸事業が予算措置として実施される

昭和３１年 ・海岸法制定（法的根拠に基づく海岸事業発足）

昭和３４年 ・伊勢湾台風（９月）

名古屋を中心に甚大な被害

昭和４５年 ・第１次海岸事業５箇年計画策定（以降、順次策定）

平成１１年
・海岸法の一部改正（防護・環境・利用の調和）

平成１２年
・海岸保全基本方針の策定（海岸環境の整備及び保全に関する
基本方針について記述）

・自然豊かな海と森の整備対策事業（白砂青松の創出）創設

平成１５年 ・社会資本整備重点計画策定（防護・環境・利用の調和した
海岸の保全に関する基本的な指針を記述）

平成１８年 ・７１沿岸において海岸保全基本計画が策定（海岸環境及び
保全に関する事項を記述）

平成８年

平成９年

・エコ・コースト事業創設

・渚の創生事業創設

・魚を育む海岸づくり創設
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３．生物多様性の取組

○海岸の保全上支障となる行為の禁止（海岸法第８条の２、３７条の６）

指定区域等において、みだりに行う一定の行為の禁止

・海岸の汚損、海岸保全施設の損傷

・自動車の乗り入れ、船舶の放置等

①環境・利用のための管理面の強化

【愛知県遠州灘沿岸】
愛知県渥美半島の太平洋側海岸は、アカ
ウミガメの産卵地であり、また、海浜植物
の植生地でもある。近年、オフロード車等
の無秩序な乗り入れなどがなされることか
ら、砂浜の自然環境条件を保全するため、
砂浜への自動車等の乗り入れを規制する
こととした。
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○災害に対してねばり強く、また施設の耐久性にも優れると同時に、環
境や利用においても優れた「面的防護方式」の導入を進めている。

②防護・環境・利用の調和のとれた海岸整備
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侵食により年間160haも
の砂浜が失われており、
砂浜の保全と回復が必
要。

③多様な生物の生息・生育の場となる砂浜の保全

２,３９５ｈａ

１６０ｈａ／年

堆積

侵食

約７０年 　　約１５年

　　　　昭和５３年明治中期 　平成４年

５,０５９ｈａ

７２ｈａ／年

５０５９ｈａ

○砂浜は、白砂青松等の美しい海岸景観の構成要素であるとともに、
ふれあいの場、海水の浄化の場としても重要な役割を有しており、多
様な生物の生息・生育の場である。

○侵食対策等により、養浜、離岸堤、突堤、ヘッドランド等の整備を進
め、砂浜の保全・回復に努めている。

離岸堤 ヘッドランド

S59.3撮
影

土砂排出箇所

土砂採取箇所
パイプライン

サンドバイパス

サンドリサイクル

土砂採取

沿岸流
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４．生物多様性に配慮した事業制度について

○海岸事業及び他事業等の連携により、効率的・効果的な海岸整備や
環境や利用にも配慮した海岸整備を進めている。

（１）エコ・コースト事業（H8～）

ウミガメやカブトガニといった海生生物や野鳥等にとって重要
な生息場所等となっている海岸や、自然景観との調和を図る必要
が高い海岸において、施設構造や工夫、干潟や磯の創出などを行
い、自然環境と調和した海岸を形成していく事業

【事例：東播海岸（兵庫県明石市）】

昭和５７年度から砂浜の整備を始め、
昭和６１年度以降アカウミガメが産卵
に訪れるようになった。
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（２）渚の創生事業（H9～）

河口、河道、ダムに堆積している土砂、砂防施設に異常に堆積
している土砂、漁港、港湾の堆積土砂や海岸に堆積している土砂
等を侵食が進んでいる海岸へ流用する（サンドバイパス）ことに
より、美しい砂浜を復元するとともに、経済的、効果的な海岸侵
食対策を実施

【サンドバイパスの概念図】

【事例：天橋立 宮津港海岸（京都府）】
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（３）自然豊かな海と森の整備対策事業（白砂青松の創出）（H12～）

海岸侵食等により白砂青松が失われつつある海岸において、海岸事
業による砂浜の復元等の海岸環境に配慮した整備と治山事業による海
岸防災林の整備を連携して行い、効率的・効果的な事業実施を推進し、
国土保全を図るとともに、自然環境と利用に配慮した白砂青松の創出
を行う。

【事例：気比の松原 敦賀港海岸（福井県）】
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【整備前】

台風、低気圧等の越波による被害が著しい
ため、離岸堤の設置を計画

離岸堤を計画

背後の越波が著しい

【整備後】

藻場機能の付加

特産の利尻昆布が
離岸堤背後の
着定基質に繁茂

（４）魚を育む海岸づくり（H11～）

水産基盤整備事業と海岸事業が一体的に実施されることにより効率
的な事業実施が図られる海岸において、両事業の連携により藻場・干
潟等の造成、海岸の防護等を行うことにより、投資の効率化を図り、
事業の効果を早期に発現させ、沿岸漁業の安定的な発展と水産物の供
給の増大、海岸の防護による国土の保全に資する。

【事例：仙法志海岸（北海道利尻町）】
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５．今後の生物多様性の確保に向けた取り組み方針

○防護、環境、利用の調和のとれた海岸の形成を図りつつ、海岸保全
基本方針における生物多様性の確保に関する方針に沿った取り組み
を、引き続き行う。

【海岸保全基本方針における生物多様性の確保に関する記述の例】

・自然と共生する海岸の保全と整備を図る。

・海岸保全施設等の整備は、海岸環境の保全に十分配慮するととも
に、良好な海岸環境の創出を図るため、必要に応じ、砂浜等を整
備する。

・多様な生物の生息・生育の場ともなっている砂浜の保全と回復を
主体とした整備をより一層推進する。

・離岸堤、潜堤、人工リーフ等は、多様な生物の生息・生育の場と
なりうることから、自然環境に配慮した整備を進める。

・海岸における美化については、地域住民やボランティアの協力を
得ながら進めていく。


